
史料研究
　ティラスミー・アェヤーリー小説の

出版史
　　19世紀末から20世紀初頭のヒンディー文学に

おける新潮流の台頭と衰退　　

安　永　　有　希

　 1．はじめに

　ティラスミー・アェヤーリー小説（ ）(1)とは，19

世紀末から20世紀初頭にかけて精力的に執筆活動を行なったヒンディー
小説家，デーヴキーナンダン・カトリー（ ，1861.7.18–

1913.8.1）が創り上げたヒンディー小説特有の一潮流であり，物語の核
となる二つのモチーフ，「迷宮」（ ）と「幻術使い」（ ）から
名付けられている。この二つのモチーフはペルシャ文学の『ティリス
メ・ホーシュルバー』（ ）に代表されるダースターン
（ ）に描かれてきたものである。『ティリスメ・ホーシュルバー』
に描かれた迷宮は魔術師によって作られ，何万人もの魔術師が住む地
域を指す。そこに入り込んだ者は，魔術師を倒して迷宮を征服しない
限り，その世界から逃れることはできない。また，そこに描かれた幻
術使いは，変装と失神薬を駆使して魔術師に立ち向かう。19世紀後半
には，このようなダースターンがヒンディー語に翻訳されてインドで
広く読まれていた［安永 ］。そして，この二つのモチーフを
ヒンディー文学に取り入れたカトリーは，ダースターンで当然のごと
く見られる魔法や妖精といった超自然的描写を否定し，電気や電流と
いった科学的な要素を取り入れることによって，従来にない新鮮な物
語を創り上げることに成功した［安永 ］。基本的にこの種の小説
には，王子が幻術使いと力をあわせて敵と戦いながら，迷宮に閉じこ
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められた王女を救出し結婚するまでの物語が描かれている。略して
「ティラスミー小説」と呼ばれることもあるが，二つのモチーフはどち
らも必要不可欠な要素であるため，本稿では「ティラスミー・アェヤー
リー小説」という名称を採用する。
　ヒンディー文学界の著名な批評家ハザーリープラサード･ドゥヴィ
ヴェーディー（ ，1907–1979）は，この時期のヒン
ディー文学の特徴を次のように述べている。
ヒンディー語では，小説や短編小説は，それまでになかった，まっ
たく新しいものであるが，この分野でのヒンディー文学は，まこ
とに目覚ましいものがあり，デーヴキーナンダン･カトリー
（ 年）が1888年に発表した『チャンドラ
カーンター姫 (2)』（ ）に始まり，プレームチャンド
（ 年）が1936年に出版した『ゴーダーン』（ ，

邦訳は『牛供養』）に至るまで急速な展開を見せたのだった［ドゥ
ヴィヴェーディー ］。

　19世紀後半，ヒンディー小説はベンガル文学や英文学などの翻訳を
介して成長していた (3)。『チャンドラカーンター王女』（1892）以前にも
いくつかの小説が執筆されてはいたものの，それらの小説が民衆に広
く読まれることはなく，『チャンドラカーンター王女』の登場は，ヒン
ディー小説の歴史において重要な転機であった。というのも，幻術使
いらの騙し合いや迷宮での冒険といった，カトリー以前には見られな
かった娯楽に徹した物語が民衆を虜にし，それまでは聞き手として存
在していた非識字者らが，カトリー作品を読むために，あるいは読み
ながら文字を学び，ヒンディー文学の読者に変貌していったのである
［ ］。ヒンディー文
学で初めてのベストセラーになったと称されるほど版を重ねた『チャ
ンドラカーンター王女』は，ヒンディー文学に新たな潮流を創り出し
ただけでなく，後世のヒンディー小説の発展にも大きく貢献していた。
　『チャンドラカーンター王女』の登場以降，ヒンディー小説が勢いを

030

八
三



東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
一
号

つけて発展しようとしていた状況のなか， 年に『休護所』（
Sadana）で一躍有名となったプレームチャンドの登場が第二の転機と
なる。プレームチャンドはインドの民衆の生活を緻密に描き出し，ヒ
ンディー小説に写実主義を導入した 。この写実主義の高まりに反し，
ティラスミー・アェヤーリー小説の勢いは衰えていく。そしてこの
年ほどのあいだに，小説に描かれる主人公が王侯貴族から民衆に変わ
り，小説作法は冒険読物から写実主義小説へと大きく変化したのであっ
た［ドゥヴィヴェーディー ］。
　従来の研究において，ティラスミー・アェヤーリー小説の出版状況
を，典拠を提示して論じるものは見られない。たとえば，ゴーパール・
ラーエ（ ）による『ヒンディー小説の歴史』（

）には，カトリー作品をはじめとするティラスミー・アェヤー
リー小説についての記述が見られるが，その情報一つひとつに具体的
な出典が示されていないため，その真偽については判断がつかない
［ ］。そこで本稿では，より信憑性の高い情報を提示す
るため，実存する資料をもとにティラスミー・アェヤーリー小説の出
版状況を明確にしていく。そうすることで，19世紀末から20世紀初頭
にみられるヒンディー小説の発展の一端，すなわち，ヒンディー小説
が写実主義へと向かう前段階に，ヒンディー小説の萌芽として生まれ
たティラスミー・アェヤーリー小説の流れを，正確に把握することが
可能となるであろう。
　また，ティラスミー・アェヤーリー小説が徐々に作品数を増やすな
か，それらの作品に対して「迷宮と幻術使いが描かれた奇想天外な小
説」という共通認識はあったものの，統一された名称はなかった。そ
のため，ティラスミー・アェヤーリー小説に言及するときは，いくら
か説明的に表現せざるを得なかったのである。これらの作品群に「ティ
ラスミー・アェヤーリー小説」という総称が与えられたのは，賛否両
論が飛び交った当時の雑誌記事や後世の批評を通してのことであった。
本稿では，この総称としての「ティラスミー・アェヤーリー小説」の

031

八
二



テ
ィ
ラ
ス
ミ
ー
・
ア
ェ
ヤ
ー
リ
ー
小
説
の
出
版
史
　
　
安
永

成立過程もあわせて検討する。

　 2．ティラスミー・アェヤーリー小説の出版状況

　大前提として，ティラスミー・アェヤーリー小説の出版状況を漏れ
なく把握することは不可能である。そのなかでも，イギリス植民地下
の言論統制の過程で作成された（旧）インド省図書館（ ，

以下 ）の目録と，（旧）英国博物館（ ，以下BM）の図書
部による目録，さらに大英図書館（ ，以下 ）所蔵の
目録を参照し現物にあたることで，断片的ではあるけれども，当時の
出版傾向を窺い知ることが可能となる［

CHB 安永 ］。また， によっ
て19世紀の南アジア諸言語の出版情報がマイクロフィルムに記録され
た， （以下 ）の目録は，出版社や出版
年月日などの情報も記された貴重な資料であるが，これも完全なもの
ではない 。出版物の内容も簡潔に記されるにとどまり，「ラブストー
リー」や「ロマンス」といった説明書きを見るだけでは，ティラス
ミー・アェヤーリー小説か否かを判断することはできない。そのため，

の目録は， やBM， の目録（あるいは，目録に記載された出
版物で閲覧可能なものや，そこに掲載された広告）から得られる情報を補完
するものとして参照すべきであろう。
　表 1は上述の諸資料によって判明したティラスミー・アェヤーリー
小説作品を，確認できるかぎりで出版年順に並べたものである。可能
なかぎり初版出版年を採用しているが，初版出版年が不明なものにつ
いては，最も古い情報をもとに記載した。また，広告に掲載されてい
るタイトルについては広告の出版年で記載しているが，実際の作品の
出版年がいつ頃であったのか，数ヶ月前なのか数年前なのかを判断し
ようがないことは予め断っておく。しかしながら，それらの作品が
『チャンドラカーンター王女』の初版出版年である1892年以前であった
とは考えにくい。
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表 1 　ティラスミー・アェヤーリー小説の出版状況
出版年 書名 備考

1
2

(a)
3

6
7

(e)

(i)

(k)

(l)
8

9
(m)

10

(o)

(q)

(s)
11

12

13

16

(v)

1892

1900
1901
1902
〃
〃
〃
〃

〃
〃

〃
1906
〃
〃
〃

〃
1908

〃
1912
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

1921

1922
〃

1931
〃

1939

チャンドラカーンター王女
続編チャンドラカーンター王女
紅花の蔓
月のような美女モーヒニーと幻影の館
真珠の館とラクシュミーデーヴィー王女
スールヤカーンター王女
マヘーンドラ王子
チャンドラバーガー王女
ふたりの覆面の男
生首の戯言と鏡の迷宮
カマル王女とサファイヤの迷宮
マーヤーヴィラーサ
小説ランバー
パドマ王女
チャンドラムキー王女
ビーレンドル王子と銀の迷宮
猾な幻術使い
ループスンダリー王女とジャーランダルの
迷宮
チャンドラヴァティー王女
幽鬼ブートナート（デーヴキーナンダン執
筆分）
操り人形の館とグラーブ王女
迷宮の塔
アーナンドスンダリー王女
幽鬼ブートナート（ドゥルガープラサード
執筆分）
魔法の館
愛の果実
スヴァルンカーンター王女
ソーマの蔓
黄金の蔓
クリシュナカーンター王女

続編クリシュナカーンター王女

プレームカーンター王女
月光
続編プレームカーンター王女
地下迷宮とマグヴァンスリー王女
軍団
ローフタースの僧院

迷宮の館

初版本および目録から
年まで連載

または1901年，広告より
1908年出版の 2版序文から
広告より
　〃　
　〃　　
　〃　
　〃　

より
広告より
第 3章， より

より
　〃
広告より
第 章， より

より
　〃

　〃
1913年まで連載，広告より

より
広告より
　〃

年まで連載， よ
り
または1916年，広告より
広告より
　〃
　〃
　〃
第 1章 2版・第 2章，

より
第 3章（版数不明），
より
第 3 ～ ， 8章
広告より
第 1 ～ 3章，広告より
第 2， 3章
広告より

年以降（ 9版は1966年
出版）
広告より
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　このように，表 1に掲載した作品は，実際にその一部でも現物を閲
覧することができたものと，目録や他作品の広告からのみ情報が得ら
れたものの二種類に分類できる。表 1では前者に番号を，後者にアル
ファベットを付した。以下では出版年順に各作品を紹介していくが，
広告から判明した作品については，解説の都合上，その順序が多少前
後している。また，便宜上，これらの作品をそれぞれの特徴にもとづ
いて三つに分類した。すなわち，ティラスミー・アェヤーリー小説の
登場に貢献したカトリー作品を「ティラスミー・アェヤーリー小説の
登場」，カトリーに追随して執筆された作品群を「多様なティラスミー・
アェヤーリー小説の展開」，そして，写実主義が登場したあとに執筆さ
れた作品群を「後期ティラスミー・アェヤーリー小説」としている。

　①ティラスミー・アェヤーリー小説の登場
　　　 1．『チャンドラカーンター王女』（1892）

　　　 2．『続編チャンドラカーンター王女』
（ ）　

　ティラスミー・アェヤーリー小説はデーヴキーナンダン・カトリー
による『チャンドラカーンター王女』（全 章）から始まった。各章の
初版出版年は1892年であり，さらに全 章を一冊にまとめた合本版の
初版も1892年に出版されている［安永 ］。また，『続編チャンドラ
カーンター王女』（全 章）は，カトリーが設立したレヘリー出版社
（ ）発行の月刊誌『小説 波』（ ）において，連
載というかたちで発表された。本稿で「続編」と訳出した単語“ ”
が，「子孫・子」という意味も持つことから分かるように，『続編チャ
ンドラカーンター王女』には，『チャンドラカーンター王女』の主人公
であるチャンドラカーンター王女とビーレンドル王子の子供たちの物
語が， 章にわたって描かれている。カトリーはおよそ10年をかけて，
この長編大作を完成させた。『小説 波』は 年前後に創刊され，さ
らに第 章初版は 年に出版されていることから，『続編チャンドラ
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カーンター王女』は 年から 年にかけて出版されたと考えられ
る［ 安永 ］。カトリーによるこの『チャンドラカー
ンター王女』シリーズは非常に人気となり，圧倒的な再版数を誇って
いた［安永 ］。

　②多様なティラスミー・アェヤーリー小説の展開
　　　 3．『月のような美女モーヒニーと幻影の館』

（ ）　
　ハリクリシュナ・ジョーハル（ ）による『月のよう
な美女モーヒニーと幻影の館』（1908： 2版）は，全133頁にわたって描
かれた物語である。その序文は1901年 1月 日に書かれているため，
初版は1901年に出版されたと考えられる［ ］。迷宮と幻術
使いが描かれたこの小説はカトリー作品に忠実に倣っているかのよう
に思われるが，実際にはカトリー作品と異なる大きな特徴を持つ。カ
トリー作品に描かれた不可思議な出来事は，物語が進むなかで例外な
く種明かしがなされるが，ジョーハルの描く物語には，非現実的な描
写がそのまま謎として残されるのである。たとえば，悪役のグラーブ
妃が手拍子をして像に話しかけると像がそれに答えるという描写が随
所に見られるが，その絡繰りが明かされることはない［

］。
　　　 ．『真珠の館とラクシュミーデーヴィー王女』

（ ）　
　ヴィクラマ暦 (6)1972年（西暦 年か1916年），ニハールチャンド・
ヴァルマー（ ）による『真珠の館とラクシュミーデー
ヴィー王女』（第 1章 2版）が出版された。この小説は全 6章からなる。
第 1章初版の記録は見られないものの，『チャンドラカーンター王女』
（1902：第 章）の巻末に掲載されたレヘリー出版社既刊書一覧には「 3

章が出版されている」と記載されているため，第 1章初版は1902年以
前には出版されていたと見なすことができる［ ］。この物語
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にも王子と王女，王女との結婚を画策する敵国の王が登場し，敵味方
の幻術使いの奮闘や不思議な迷宮の描写に満ち満ちている［

］。
　『真珠の館とラクシュミーデーヴィー王女』（1917：第 3章 2版）の巻
末広告には，「幻術使いと迷宮の小説」として『チャンドラカーンター
王女』と並んで，（ ）『スールヤカーンター王女』（ ）という
タイトルが記されている。このタイトルは『チャンドラカーンター王
女』（1902：第 章）の既刊書一覧にも記載されているため，1902年に
はすでに出版されていたことが分かる［ ］。
　　　 ．『マヘーンドラ王子』（ ）

　シャンカルダヤール・シュリーヴァースタヴ（ ）

による『マヘーンドラ王子』（第 1・ 2章 2版）は1908年に出版された。
第 1章の巻末広告に「マヘーンドラ王子　 6章」と記されていること
から，『マヘーンドラ王子』は全 6章で構成されていることが分かる
［ ］。また，このタイトルは『幻影の館』（1908： 2版）掲載
の既刊書一覧にも見られ，「幻術使い，迷宮，戦，ペテンなどの風変わ
りな描写」が描かれた小説だと紹介されている［ ］。『マ
ヘーンドラ王子』も『チャンドラカーンター王女』（1902：第 章）に
掲載の既刊書一覧に掲載されていることから，1902年にはすでに出版
されていたと考えられる［ ］。
　『チャンドラカーンター王女』（1902：第 章）に掲載の既刊書一覧に
は，他にも（ ）『チャンドラバーガー王女』（ ）や（ ）『ふ
たりの覆面の男』（ 全 章）というタイトルが記されてい
る。『チャンドラバーガー王女』は『続編チャンドラカーンター王女』
（1906：第 2章 版）の巻末広告にも「迷宮と幻術使いについての小説」
として掲載されており，また， 3版は1931年11月に出版されているこ
とが より判明する［ ］。小説『神の
遊び』（ ）の巻末広告にまとめられたレヘリー出版社
既刊書一覧には，『チャンドラバーガー王女』について以下の紹介文が
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掲載されている［ ］。
幻術使いと迷宮についての小説は興味をひきますが，そこに魔法
も描かれていたら，黄金が芳香を放っているようなものでしょう。
この本には摩訶不思議な迷宮の様子と奇妙な幻術が描かれており，
そのあいまに，一度読みはじめたら最後まで止められないような
魔法が描かれているのです。［ ］（筆者訳）

　　　 6．『生首の戯言と鏡の迷宮』
（ ）　

　デーヴキーナンダン・カトリーと同時代に精力的に執筆活動を行なっ
ていた作家，キショーリーラール・ゴースワーミー（

）も，ティラスミー・アェヤーリー小説を執筆していた。
年 1月 日に初版が出版された『生首の戯言と鏡の迷宮』（ ： 2版）

は，全61頁という非常に短い物語である［ ］。この
小説に描かれた迷宮や幻術使いは極めて簡略化されたものであり，さ
らに特筆すべきは，王侯貴族が登場しないことであろう。物語は次の
文から始まる。
この物語は 年のチャイトラ月から始まる。東インド会社がイ
ンドに一歩一歩進出しているさなかで，英国の女王ヴィクトリア
が，まだこの国を手にいれていない頃のことであった［
1］。（筆者訳）

　現実世界を舞台とするため突飛な描写をあえて避けているのかもし
れないが，この小説では奇想天外であるはずのティラスミー・アェヤー
リー小説の魅力が半減しているように感じられる。ここで描かれる迷
宮は，「鏡の迷宮」と呼ばれるひとつの部屋であり，山間に現れた喋る
生首である。幻術使いは登場せず，それに近い働きをするハシーナー
という名の女性が描かれている。
　　　 7．『カマル王女とサファイヤの迷宮』

（ ）　
　『カマル王女とサファイヤの迷宮』（1916： 3版）はジョーハルによっ
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て執筆された小説である。『チャンドラカーンター王女』（ ：第 1章

6版）の巻末広告にこのタイトルが記されているため，初版は 年
以前に出版されたと推察できる［ ］。また，2

版は1908年 6月20日に出版されている［ ］。その序
文でジョーハルは，『カマル王女とサファイヤの迷宮』が（a）『紅花の
蔓』（ ）と『月のような美女モーヒニーと幻影の館』につづ
く自身の三作目の小説であると述べている［ ］。『月のよう
な美女モーヒニーと幻影の館』の初版出版年は1901年であるから，『紅
花の蔓』はそれ以前に出版された作品であろう。さらに，月刊誌『小
説波』第 巻 8， 9号（西暦1900年か1901年）に掲載の既刊書一覧には
『紅花の蔓』というタイトルが記されているが，第 巻 ， 号（1900）

には見られない。つまり，ジョーハルは1900年か1901年に『紅花の蔓』
を，その直後の1901年に『月のような美女モーヒニーと幻影の館』を，
そして 年までに『カマル王女とサファイヤの迷宮』を出版したと
いうことになる。また，序文から『紅花の蔓』の物語内容は読み取れ
ないが，既刊書一覧に掲載された紹介文に，「この小説には，最上級の
幻術と，非常に摩訶不思議な迷宮が描かれている」との記述がある
［ ］。つまり，ジョーハルの処女作と考えられる『紅花の蔓』
もティラスミー・アェヤーリー小説であった。
　1912年に出版された歴史小説に掲載の広告には，「アェヤーリー」
（ ）という区分で，『カマル王女とサファイヤの迷宮』と併記する
かたちで，（e）『マーヤーヴィラーサ』（ ，全 6章）と（ ）『小
説ランバー』（ ）というタイトルが記されている［ ］。
この『マーヤーヴィラーサ』と『小説ランバー』の出版記録は，
でも確認することができる。 より，『マーヤーヴィラーサ』第 3

章初版は 年 3月16日，第 章初版は 年 8月12日に，そして『小
説ランバー』初版は 年 月 日に出版されたことが判明する
［ ］。
　『月のような美女モーヒニーと幻影の館』（1908： 2版）の巻末広告に
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は，『チャンドラカーンター王女』や『生首の戯言と鏡の迷宮』といっ
たタイトルとともに，「幻術使いと迷宮についての小説」として（ ）
『パドマ王女』（ ）が記載されている［ ］。
からは『パドマ王女』第 1 ～ 3章の初版が 年 6月10日に出版され
たことが判明する［ ］。また，『続編チャンドラカーン
ター王女』（1906：第 2章 版）の巻末広告には，「迷宮と幻術使いにつ
いての小説」として（ ）『チャンドラムキー王女』（ ）とい
うタイトルが『チャンドラバーガー王女』と並んで掲載されている
［ ］。
　（i）『ビーレンドル王子と銀の迷宮』（
全 章）も，『マーヤーヴィラーサ』や『小説ランバー』と同様に，1912

年に出版された歴史小説に掲載の広告に「アェヤーリー」という区分
で記載されている［ ］。また から，『ビーレンドル王子と銀
の迷宮』の第 章初版が1906年12月 日に出版されていることが分か
る［ ］。
　 やBMの目録には見られず， にのみ記載されている作品と
して，ラクシュミー・ナーラーヤン・グプタ（ ）に
よる（）『 猾な幻術使い』（ 初版）が挙げられる。この
作品は1906年 月19日にアリーガルにおいて出版された［
21］。タイトルから察するにティラスミー・アェヤーリー小説だと思わ
れるが，物語内容については不明である。また，シェオ・シャラン・
ダース（ ）による（k）『ループスンダリー王女とジャーラ
ンダルの迷宮』（ 第 1章初版）は，1906年
12月20日にバナーラスで出版された80頁ほどの小説である［

］。この作品も同様にティラスミー・アェヤーリー小説だと思
われるが，出版年月日および出版地以上の情報は得られない。さらに
1910年 8月 日，ブラジ・モーハン・ラール・ジャー（
）による（l）『チャンドラヴァティー王女』（ 1章初版）が

出版された。 の記録によると，この小説はカトリーによる『チャ
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ンドラカーンター王女』に倣って執筆されているため，ティラスミー・
アェヤーリー小説だと見なすことができる［ ］。
　　　 8．『幽鬼ブートナート』（ 第 1 ～ 6章，1908–1913）

　『チャンドラカーンター王女』シリーズを締めくくる『幽鬼ブート
ナート』の第 1 ～ 6章は1908年から1913年にかけて出版された［

18］。『続編チャンドラカーンター王女』に登場する幻術使いブートナー
トの数奇な人生を描いたこの小説は，カトリーの死によって未完成と
なったが，のちにカトリーの息子であるドゥルガープラサード・カト
リー（ ， ）が完成させている［安永 ］。
　　　 9．『操り人形の館とグラーブ王女』

（ ）　
　ラームラール・ヴァルマー（ ）による『操り人形の館
とグラーブ王女』（第 1章 2版）は，ヴィクラマ暦1968年（西暦1911年か

1912年）に出版された。その初版出版年は1908年 月 日である［
］。表題紙に「幻術使いと迷宮の新たな小説」と記載され

ていることからも分かるように，王子や王女，幻術使い，覆面の騎士
が登場し，迷宮や眠り薬，気付け薬が描かれた小説である。第 1章の
最後に「この続きを知るために，第 2章をお読みください」との記載
があるが，現時点で第 2章を入手することはできない。さらに，この
物語がいくつの章で構成されているのかも不明である［

］。
　1912年，ある小説の巻末広告で（m）『迷宮の塔』（ ）とい
う小説が宣伝された。そこに詳細な出版情報は記載されていないもの
の，「迷宮と歴史の描写がとても魅力的で生彩ある小説」と謳われてい
る［ ］。さらに，同年に出版された歴史小説に掲載の広告には，
「アェヤーリー」という区分で『カマル王女とサファイヤの迷宮』や
『マーヤーヴィラーサ』と並んで（ ）『アーナンドスンダリー王女』
（ ）というタイトルも記載されている［ ］。
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　③後期ティラスミー・アェヤーリー小説
　　　10．『幽鬼ブートナート』（第 7章～21章， ）

　カトリーの没後，息子のドゥルガープラサードは未完の小説『幽鬼
ブートナート』の第 7章から第21章までを執筆して完成させた。ドゥ
ルガープラサードが執筆した最初の章（第 7章）の初版は 年 6月11

日に出版されている［ ］。以降，ほぼ年に一章の
ペースで執筆していたようである［

］。
　『真珠の館とラクシュミーデーヴィー王女』（西暦 年か1916年：第

1章 2版）の表紙裏には（o）『魔法の館』（ ）の広告が掲載
されている。そこに記載された紹介文より，この作品がティラスミー・
アェヤーリー小説であることは明らかである。
幻術使いと迷宮，そして魔法が描かれた，これほどまでに摩訶不
思議な小説を，今まで読んだことはないでしょう。この小説には
奇妙な魔法や，珍しくとても賢い幻術使いらの幻術，驚きに満ち
た迷宮，幻術使いと魔法使いたちの恐ろしい戦いなどの場面が，
とても美事に描かれています。声を大にして言いましょう。この
ような摩訶不思議な小説を，あなたは読んだことはないはずです。
［ ］（筆者訳）

　また，その巻末広告には「幻術使いの新たな小説」と題して，（ ）
『愛の果実』（ ），（q）『スヴァルンカーンター王女』
（ ），（ ）『ソーマの蔓』（ ），（s）『黄金の蔓』（ ）

というタイトルが紹介されている［ ā ］。
　　　11．『クリシュナカーンター王女』（K ）

　　　12．『続編クリシュナカーンター王女』（K ）

　ティラスミー・アェヤーリー小説のタイトルは『チャンドラカーン
ター王女』や『プレームカーンター王女』のようにヒロインの名前を
用いるものが多い。そして を見ると，「ヒンディー語―フィク
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ション」に分類される作品のなかには，『チャンドラキラン王女』（
，1906：初版）や『ラクシュミーカーンター王女』

（ ：第 1章初版）『パドミニーカーンター王女』
（ ：初版），『スーラジュムキー王女』（ ：

初版）といった，一見，ティラスミー・アェヤーリー小説らしきタイ
トルも見受けられる［ ］。し
かし，それらの作品内容は記されていないため，ティラスミー・アェ
ヤーリー小説だと断言することはできない。ただし，ガンガー・プラ
サード・グプタ（ ）による『続編クリシュナカーンター
王女』（K ）は，ヒロインの名前からタイトルが付けら
れているうえ，「続編」（ ）という単語も用いられていることか
ら，カトリーによる『続編チャンドラカーンター王女』に倣った作品
であると考えてよいだろう。『続編クリシュナカーンター王女』の第 3

章（版数不明）は1921年 月16日に，第 9 ～12章初版は 年に，第
26～ 28章初版は1928年に出版されている［

］。また，この前作と考えられる『クリシュナカーンター王女』
の第 1章初版は 年 7月 2日に，第 2章初版は 年 8月17日に，
第 6章初版は1916年 2月18日に出版されたことが確認できる［

］。
　　　13．『プレームカーンター王女』（ ）

　　　 ．『続編プレームカーンター王女』（ ）

　『カマル王女とサファイヤの迷宮』（1922：第 2章）の巻末には，シャ
ンブープラサード・ウパーデャーエ（ ）による
『プレームカーンター王女』の広告が掲載されている。

今日，小説界で人気が高まっている『プレームカーンター王女』
のような小説を，ほかに聞いたことはないでしょう。『プレーム
カーンター王女』は老人や若者，子供，女性，ヨーガ行者みなの
心をその甘さで満たしているのです。その一頁一頁が愛の喜びの
魅惑的な言葉で彩られています。幻術，道徳，教戒， 世，恋情，
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思考，欲求，複雑な事柄，大変な苦労，戦が描かれており，つま
りそこに描かれていないものはないのです。……この小説は 8章
で完結しており，続編も数章に分けて出版されています。……尽
きない好奇心をたったひとつの小説で満たしたいのであれば，こ
の小説を読んでください。［ ］（筆者訳）

　『プレームカーンター王女』第 3 ～ ， 8章はヴィクラマ暦1979年
（西暦1922年か1923年）に，また『続編プレームカーンター王女』の第 1

～ 3章は 年に，第 7章は1927年に出版されている［CHB

］。タイトルからも分かるように，ウパーデャーエは『チャ
ンドラカーンター王女』シリーズを大いに意識していたのだろう。閲
覧可能な章には，王子と王女，幻術使いと迷宮，国家間の争いが描か
れており，明らかにカトリー作品の人気に便乗した模倣作品だと考え
られる。しかしながら，全 8章構成であるうえ続編も出版されている
ことから，それなりに読者の支持を得ていたようである。
　『カマル王女とサファイヤの迷宮』（1922：第 2章）の巻末にはさら
に，「アェヤーリー小説」として『プレームカーンター王女』と併記す
るかたちで，（）『月光』（ ）というタイトルも記載されてい
る［ ］。また，『地下迷宮とマグヴァンスリー王女』（

：第 3章初版）に掲載の広告で，
『月光』は「迷宮と多数の幻術使い，欲深い者たちの熱狂が描かれた風
変わりな小説」だとされている［ ］。
　　　 ．『地下迷宮とマグヴァンスリー王女』（1931）

　1931年に出版された『地下迷宮とマグヴァンスリー王女』は第 2・
3章であり，第 1章は現存しているかも不明である。第 3章の巻末広
告から，全 章で構成されたこの小説には「社会，幻術使い，宗教，
歴史，迷宮，探偵の描写とともに深い教え」と「 9つのラサ (7)に満ち
た詩」が描かれていることが分かる［ ］。さらに，この物語に登場
する幻術使いを描いた小説（ ）『軍団』（ ）の広告も掲載
されている［ ］。
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　　　16．『ローフタースの僧院』（ ）

　ドゥルガープラサードは，『チャンドラカーンター王女』シリーズに
登場するローフタース国とゴーパール王子を描いた物語，『ローフター
スの僧院』も手がけていた。『ローフタースの僧院』第 1章初版の出版
情報は目録では確認できないが，『幽鬼ブートナート』のスピンオフ小
説と位置づけられることから，『幽鬼ブートナート』（第21章初版）の出
版年である 年以降に出版されたと思われる。また，第 2章初版は
1939年 1月28日に出版されている［ ］。
　1939年出版の小説に掲載された広告には，（v）『迷宮の館』（

）というタイトルが記載されている。タイトルから察するにティ
ラスミー・アェヤーリー小説だと思われるが，物語の詳細や出版年の
記載はない［ ］。
　このほか，出版社に月数ルピーで雇われて執筆する作家も存在し，
利益を求めてティラスミー・アェヤーリー小説が量産された結果，小
説の質は低下していった［ ］。『チャンドラカーンター
王女』の模倣作品が出回っていることに関して，カトリー自身も読者
に注意喚起していたほどである。
「『続編チャンドラカーンター王女』に登場する人物の物語だと思
い，ある小説を購入したが，実際はそうではなかった」といった
苦情が，わたしのもとに寄せられています。
そのため，読者の方々にお知らせしなくてはなりません。『チャン
ドラカーンター王女』や『続編チャンドラカーンター王女』に登
場する人物の名前をつけてバナーラスで出版されている小説は，
わたしが執筆したものではありませんし，『チャンドラカーンター
王女』や『続編チャンドラカーンター王女』とは何の関係もあり
ません。［ ］（筆者訳）

　以上が，現時点で判明しているティラスミー・アェヤーリー小説の
出版状況である。これは，あくまでも現時点で入手可能な目録や現物
に基づいてまとめたものであるため，出版が確認できないティラス
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ミー・アェヤーリー小説作品の存在は否定できない。さらに，カトリー
が読者に注意喚起したような模倣作品にいたっては，そもそも目録に
記載されたのかも疑わしい。カトリーによる注意喚起は1911年にはす
でに確認できるため，それ以前にはカトリーが苦言を呈するほどの多
数の模倣作品が，バナーラスの街中に出回っていたのであろう。たと
えば，『ビーレンドル王子と銀の迷宮』や『小説ランバー』がそこに含
まれていたかもしれない。ビーレンドル王子は『チャンドラカーンター
王女』の主人公の名前であり，ランバーはチャンドラカーンター王女
が森に住む娘に変装していた際に用いていた名前である。また表 1か
らは，1900年から 年頃にかけて，比較的多くの作品が出版された
ことが分かる。1892年にカトリーによって産み出されたティラスミー・
アェヤーリー小説は，ここにきて隆盛を迎えたともいえる。

　 3．総称「ティラスミー・アェヤーリー小説」の成立

　ティラスミー・アェヤーリー小説は，19世紀末から20世紀前半にか
けて大きく発展した。しかし，一つの潮流としての名称が，これらの
小説に初めから与えられていたわけではない。当時の雑誌記事におい
て，「ティラスミー・アェヤーリー小説」という用語は見られないので
ある。総称としての「ティラスミー・アェヤーリー小説」は，この種
の小説に関する論評を掲載した当時の雑誌記事や，のちに批評家らが
カトリーを評価するなかで，徐々に確立されていった。以下では，
「ティラスミー・アェヤーリー小説」という用語が登場する過程を考察
する。
　1908年に出版されたとある小説の序文には，次のような意見が載せ
られている。この記述は現時点で得られるティラスミー・アェヤーリー
小説の評価のなかでも最も古いものであり，功利主義的文学観が根付
いた当時のヒンディー文学界における有識者らの意見を代表している
と考えてよい。
ベンガルやマラーティー，グジャラーティーなどの言語で執筆さ
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れている小説も，国をより良くしようという目的をもって執筆さ
れているが，ヒンディー小説はただの娯楽と化し，享楽的で不道
徳なものの巣窟となっている。迷宮や魔法についての摩訶不思議
な話はとても楽しいものではあるが，事実，そこには歴史もなけ
れば地理学も天文学もなく，社会改革どころか社会改悪となり得
るのである。［ ］（筆者訳）

　ここで使われている「迷宮や魔法についての摩訶不思議な話」とい
う文言は，明らかにティラスミー・アェヤーリー小説を示しているが，
これは名称というよりも，むしろ物語内容の解説という意味合いが強
い。
　カトリーとその小説について現時点で得られる最古の記述は，月刊
誌『サラスヴァティー』（ ： 8月号）に掲載された記事であ
ろうか。しかしそこでは，カトリーを「『チャンドラカーンター王女』
と『続編』を執筆した人物」と言及するに留まり，この種の小説全体
についての記述は見られない［ ］。同誌10月号（1909）

で初めて，『チャンドラカーンター王女』以降の一連の小説をまとめて
表現する言葉，すなわち「幻術使いの本」（ ）および，
「数々の続編」（ ）が登場した。これは，主に「幻術使い」（ ）

が活躍する物語であること，また，カトリーが執筆した『チャンドラ
カーンター王女』のシリーズ物として「続編」（ ）という単語が
用いられたことから，類似した作品についてもその言葉を用いて称し
たものである。以下の引用文は，一連の小説を「数々の続編」と表現
した一例である。
　質の悪い言語で書かれた本は，読者の品行をおとしめ，心の中
に悪の種を植え付ける。言語を悪用する者は，人間社会の大きな
敵である。人間社会の幸せを願う者は，言語の擁護に常に熱心で
あり，その言語を命より愛しいものとみなし，その発展の手段を
考えるのである。
　聡明な人々は，このことより，作家の責任がどれだけ重いのか
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理解できるであろう。散見される無益な「数々の続編」を執筆す
ることが作家であるということではない。作家はまず，人間社会
にとって有益となるものをその理想とすることに注意を払わねば
ならない。［ ］（筆者訳）

　月刊誌『サラスヴァティー』（1917： 9月号）に掲載された記事には
次の記述が見られる。
最近のヒンディー小説には，摩訶不思議な事件が中心に描かれて
いる。その奇妙な物語で読者を楽しませようとしているのだ。……
摩訶不思議な事件に満ちた小説に描かれるのは，主に探偵や迷宮
で，登場人物は若い恋人や探偵である。このような小説が若者の
手に渡ると，若者は勉学を忘れて小説に熱中する。夜中に迷宮を
さまよい，幻術使いと共に戦うのだ。しかしそこからは何の利益
も得られない。それどころか，若者の心のなかに有害な考えが間
違いなく入り込んでいくのである。［ ］（筆者訳）

　ここでは，探偵と迷宮が描かれる小説を「摩訶不思議な事件に満ち
た小説」（ ）と称している。この表現は，
後世の文学史に見られる分類のひとつ「事件小説」（ ）

に類似している。19世紀末から20世紀初頭のヒンディー小説の分類法
は様々であり，そのなかでも社会小説・歴史小説・事件小説という三
つが小説の内容に基づく基本的な分類であろう (8)［
261–311］。事件小説とは次々と事件が起きる物語を意味しており，そ
の下位区分にティラスミー・アェヤーリー小説と探偵小説が位置づけ
られている。
　ヒンディー文学界の著名な評論家であるラーマチャンドラ・シュク
ル（ ）は，1929年に『ヒンディー文学の歴史』
（ ）を出版した。シュクルの評論は多くの批評家よ
り高い支持を得ており，カトリーの批評においても，その評価はひと
つの基準となっていた。しかしながら，カトリーに関する記述のなか
に『チャンドラカーンター王女』を含む分野の名称そのものは見られ
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ない。かわりに，それに準ずるものとして，「幻術使いの小説」（
）あるいは「『迷宮』と『幻術使い』の小説」（

）といった，「ティラスミー・アェヤーリー小説」と
いう名称に非常に近い記述が見られる［ ］。さらに月刊誌『月』
（ ：12月号）に掲載された広告には，「幻術使いと迷宮の小説」
（ ）と記載されている。これも「ティラスミー・
アェヤーリー小説」という名称に限りなく近いものである。
　 年，ミッシュルバンドゥ (9)（ ）は『ミッシュルバンドゥ
の戯れ』（ ）でカトリーを取り上げたが，そこにひと
つの分野としての名称は見られない［Mi ］。一方， 年
にラクシュミーサーガル・ヴァールシュネーエ（ ）

は，一連の小説を「ティラスミー小説」（ ）と称している
［ ］。 年にはハザーリープラサード･ドゥヴィヴェー
ディーが，「ティラスミー小説」のほかにも「幻術使いと迷宮の小説」
（ ），「迷宮に関する小説」（ ）と
記した［ ］。
　 年，ラーマチャンドラ・ティワーリー（ ）は，
一連の小説を「ティラスミー・アェヤーリー小説」（ ）

と表記した［ ］。ティワーリーは，主人公が迷宮を壊し
て財宝を手に入れる物語が描かれた小説を「ティラスミー小説」とし，
さらに，「ティラスミー小説」には「幻術使い」（ ）の描写が不可
欠であることから，二つを併記して「ティラスミー・アェヤーリー小
説」と称するようになったと述べている［ ］。しかし，
「迷宮」（ ）に重点を置かない「幻術使いの本」（ ）

という表現が，比較的初期の1909年にすでに見られることに加え，当
時の広告でもこの類いの小説は「アェヤーリー」という区分で紹介さ
れる傾向にあるため，「ティラスミー・アェヤーリー小説」という総称
に先行して「ティラスミー小説」という用語が存在していたと断言す
ることはできない。様々な批評を読むかぎり，一連の小説について言

048

六
五



東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
三
巻
　

第
一
号

及する際に「迷宮」と「幻術使い」のいずれかを前面に出した名称を
用いるか，あるいは両者を併記した名称を用いるかに関しては，言及
する者それぞれの解釈に委ねられているように思われる。
　1962年にはカェラーシュ・プラカーシュ（ ）が「ティラ
スミー小説」と記している［ ］。以降，ヒンディー文学
の批評家らのあいだで「ティラスミー小説」あるいは「ティラスミー・
アェヤーリー小説」という名称が定着していった (10)。
　また，近年では，「ティラスミー・アェヤーリー小説」の略称として
「ティラスミー小説」と述べる傾向にある。たとえば， シャルマー
（ ）は，「デーヴキーナンダン・カトリーのティラスミー・
アェヤーリー小説」（ ）と
題した章において，「ティラスミー・アェヤーリー小説」と同等の意味
で「ティラスミー小説」という名称を用いている (11)［ ］。
　このように，カトリー作品とそれに追随する作品群は，当初は「迷
宮や幻術使いについて描かれたもの」という漠然とした集まりにすぎ
なかった。しかし，時の経過とともに読者を増やし，版を重ねること
で，ヒンディー小説のひとつの時代を築いていった結果，後世の批評
では，それらの作品群が功利主義的文学観に反しているにも拘らず，
評価されるべきものと認識されるようになっていった。そして，その
評価を下すなかで総称の必要性が高まり，徐々に「ティラスミー・アェ
ヤーリー小説」という名称に統一されていったと考えられる。

　 ．おわりに

　19世紀末から20世紀初頭にかけてのカトリーの成功を目の当たりに
した他の作家らは，王子や王女，幻術使い，覆面の騎士，迷宮とその
監視役，さらに眠り薬，気付け薬を題材にした小説を執筆しはじめた。
しかし，カトリーに倣って上述のモチーフを物語のなかに描きだそう
とすると，大なり小なり似通った物語になってしまうのであろう。
ジョーハルは，「とある小説の模倣だ」という批判があることに対して
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反論を述べているが，ティラスミー・アェヤーリー小説を執筆する場
合，たとえ作家側に模倣したという意識はなくとも，『チャンドラカー
ンター王女』の二番煎じに過ぎないと捉えられても仕方のないことで
ある［ ］。一方，ジョーハルのように，あたかも魔法のよ
うな出来事をそのまま描写する作家もいれば，ゴースワーミーのよう
に現実的な描写にこだわる作家もいた。不可思議な描写に現実的な解
説を加えるカトリーは，言うならば彼らの中間に位置する。この絶妙
なさじ加減が，カトリー小説の人気の秘密なのかもしれない。
　ティラスミー・アェヤーリー小説の出版は，20世紀初頭に全盛期を
迎えた。そして20世紀半ばになると，確認できるティラスミー・アェ
ヤーリー小説は減少していく。ここでひとつのブームが終焉を迎えた
のだろうか。プレームチャンドによる『休護所』が好評を博したこと
で，ヒンディー作家らの関心が写実主義小説へと向かったことも一因
であった。当時の批評家らの酷評が，ティラスミー・アェヤーリー小
説を執筆する意欲を作家から奪ってしまった可能性も考えられる。ま
た，『プレームカーンター王女』や『クリシュナカーンター王女』と
いったシリーズ物も出版されてはいたものの，『チャンドラカーンター
王女』シリーズと同程度，あるいは，それ以上に版を重ねたという記
録は見つからない。『チャンドラカーンター王女』に追随する作家らが
「迷宮」と「幻術使い」という二つのモチーフを自身の作品に取り入れ
ることにのみ重点を置き，カトリー作品に見られるような新鮮さの追
求が不十分であったことが原因であろうか。『チャンドラカーンター王
女』を超える作品の不在が，ティラスミー・アェヤーリー小説を短命
に終わらせた大きな要因であったと考えられる。

註

(1)　本稿におけるデーヴァナーガリー文字の翻字方式は

に準拠している。ただし， の記録，なかでも著者名や出版社名は

英語で記されているため，そこから得た情報は に従って表記した。ま
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た，ヒンディー語のカタカナ表記については，原語の文字表記の転写ではな

く，より実際の発音に近い表記を採用した。

(2)　本稿でこれから言及する『チャンドラカーンター王女』（1892）との関係

について補足する。

　従来，『チャンドラカーンター王女』第 1章初版の出版年に関しては様々

な説が唱えられてきた。大部分が以下の三つの説に分類できる。 1．1888年

説。この説はインドのヒンディー文学者らに広く支持されている。それまで

執筆経験がなかったカトリーは，1887年に馬車での旅を終えて帰宅するや石

で作られた猫の置物を撫でながらペンを取り，青色の紙に「チャンドラカー

ンター」と書きつけたという話が知られており，これより1887年に執筆をは

じめ1888年に出版したとされる［ ］。2．1891年説。『ヒンディー

小説の歴史』の著者ラーエに支持され，ガーフキー（ ）もその

意見を採用している［ ］。これは，後に出版された

版に掲載されている『チャンドラカーンター王女』初版の序文に，「1891年

アーシャーダ月」と記されていることに基づいた説であろう。 3．1892年

説。ヒンディー文学者オルシニ（ ）やスターク（ ）

がこの説を採用している［ ］。このように，様々な説が存

在したのは，『チャンドラカーンター王女』第 1章初版が入手困難であるう

え，インドの文学者らが一次資料をもとにせず，さらには参考文献や引用元

を明確に表記しないことも原因であろう。なお，ここではタイトルを「チャ

ンドラカーンター姫」と訳しているが，本稿ではチャンドラカーンターが王

の娘であることを明確に表現するために「チャンドラカーンター王女」とし

ている。

(3)　ヒンディー小説の発展におけるベンガル語やウルドゥー語，マラーティー

語，英語などの他言語文学の影響は，本稿次章で紹介する やBM， ，

の目録を参考に当時の出版状況を把握することで見えてくるはずであ

る。しかしながら，これらの目録も完全なものとは到底言いきれない。ヒン

ディー語の出版目録を見るかぎりでは，むしろ記載されていない作品や版が

多数を占めるため，あくまでも入手できる情報をもとに当時の出版状況を推
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測するほかない。さらに，目録には最低限の情報しか記載されておらず，各

作品の出版情報から内容までを正確に把握するには，目録に記載された作品

を一つひとつ手に取って確認する必要がある。ヒンディー小説の発展におけ

る他言語文学の影響についての考察は今後の課題としたい。

　プレームチャンドがヒンディー文学における写実主義小説の生みの親とさ

れる一方で，リアリズム作家と呼ぶにはふさわしくないとする意見もある。

たとえば［高橋］は，人物描写や風景描写の乏しさを見ると，むしろインド

のそれまでの物語文学の世界から一歩も外へ出るものではなかったとしてい

る。

　プリチェット（ ）は による出版記録は貴重な資料

であると述べながらも，そこに記載された情報量は実際の出版活動量に比べ

るとかなり少なく，不完全なものであるとした［ ］。

(6)　紀元前 年を元年とする，ウッジャインのヴィクラマ・アーディティヤ王

が創始したと伝えられる紀元。矢野によると，インドの年の数え方には満と

数えがあり，年の始まりも暦によって異なる。ヴィクラマ暦を満で数えた場

合，西暦に換算するにはヴィクラマ暦の年数から か を引く必要がある

が，この区別はヴィクラマ暦の日付によって決定する［矢野 ］。

(7)　インド古典期の詩論や演劇論で，作品鑑賞者の感情が刺激されることによ

り純粋に高められた味わいや美的な喜び。恋，滑稽，悲しみ，怒り，勇猛，

恐怖，嫌悪，驚異の八種のラサがある。後世のヒンディー詩論では，寂静を

入れてナヴァラサ（九種のラサ）とする。

(8)　執筆目的という観点からは，「娯楽小説」（ ）と「道徳

小説」（ ）の二つに分類される。ヴァールシュネーエは

ティラスミー・アェヤーリー小説以外の作品の執筆目的を，社会・宗教・個

人の改善，つまり道徳と教訓であるとし，アーナンドはティラスミー・アェ

ヤーリー小説や探偵小説など，迷宮・幻術使い・強盗・犯罪・超俗的要素を

含む物語を総合して「好奇心中心の小説」（ ）とし

た［ ］。

(9)　ガネーシュビハーリー・ミッシュル（ ），シャームビハー
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リー・ミッシュル（ ），シュクデーヴビハーリー・

ミッシュル（ ）の三名の兄弟からなる。

(10)　［ ］，［ ］，［ ］，［ ］

など。

(11)　ここで注意すべき点は，近年，「ティラスミー・アェヤーリー小説」の略

称として「ティラスミー小説」という名称が見られる一方で，「アェヤーリー

小説」という用語が見られないことであろう。初期の雑誌に掲載された批評

や広告，さらにシュクルの著書には「幻術使いの小説」（ ）

などと記されているものの，それ以降は，両者を併記するか，あるいは「迷

宮」を強調した表記に限られている。
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